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議会運営委員会記録 
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令和５年６月２日 午前９時５５分～午前１０時４４分 

───────────────────────────────────────── 

○開催場所 

第３委員会室 

───────────────────────────────────────── 
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   委 員 長  森 満   晃 
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   委  員  下 園 政 喜 

委  員  帯 田 裕 達 

委  員  坂 口 健 太 

委  員  坂 口 正 幸 

───────────────────────────────────────── 

○議長（地方自治法第１０５条による出席） 

   議  長  大田黒   博 

───────────────────────────────────────── 

○委員外議員（会議規則第１１８条による出席） 

   副 議 長  中 島 由美子 

───────────────────────────────────────── 

○その他の議員 

   議  員  井 上 勝 博 

   議  員  川 添 公 貴 

議  員  山 元   剛 

議  員  岩 切 正 之 

───────────────────────────────────────── 

○説明のための出席者 

行 政 管 理 部 長  鬼 塚 雅 之 

総 務 課 長  黒 木   諭 

法 制 担 当 主 幹  小 島 早智子 

財 政 課 長  大 濱 浩 一 

────────────── 

未 来 政 策 部 長  古 川 英 利 

────────────── 

市 民 安 全 部 長  上 戸 理 志 

────────────── 

保 健 福 祉 部 長  小柳津 賢 一 

────────────── 

医 療 対 策 監  古 里 洋一郎 

────────────── 

建 設 部 長  城之下   誠 

────────────── 

農 林 水 産 部 長  中 島 弘 喜 

────────────── 

経 済 シ テ ィ セ ー ル ス 部 長  有 馬 眞二郎 

観光文化スポーツ対策監  花 木   隆 

────────────── 

水 道 局 長  今 井 功 司 

────────────── 

事 務 局 長  田 代 健 一 

議 事 調 査 課 長  久 米 道 秋 

─────────────────────────────────────────

○事務局職員 

事 務 局 長  田 代 健 一 

議 事 調 査 課 長  久 米 道 秋 

課長代理兼議事グループ長  上 川 雄 之 

主幹兼管理調査グループ長  原   浩 一 

管理調査グループ員  米 森 祐 太 

議 事 グ ル ー プ 員  今 吉 聖 人 

議 事 グ ル ー プ 員  山 口 仁 美 

───────────────────────────────────────── 

○審査事件等 

１ 今期定例会の会期及び会期日程（案）について 
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２ 今期定例会に付議される議案等について 

⑴ 提出議案等の概要説明 

⑵ 議案等の審議方法について 

３ 傍聴席モニターライブ字幕表示システムの運用開始について 

         ───────────────────────────────────────── 
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────────────── 

△開  会 

○委員長（森満 晃）これより議会運営委員

会を開会いたします。 

 本日の委員会は、お手元の審査日程により審査

を進めたいと思いますが、御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議ありませんので、

そのように審査を進めます。 

 まず、議長からお願いいたします。 

○議長（大田黒 博）皆さん、改めましてお

はようございます。１０日前議運ということでご

ざいますので、多くの審議事項等がありますので、

よろしくお願いいたします。 

 ２点ほどお願いをしておきます。 

 前回、前々回、コロナ対応等を含めて、皆さん

方に会派に持ち帰りの件でお話をしておりました

けど、県内、事務局が市町村を確認しましたとこ

ろ等が議題として出されると思っておりますので、

前に返っているところがほぼ多いのかなと思いな

がら、その方向で進めていただければありがたい

と思っておりますので、よろしくお願いします。 

 それと、もう一点は、専決処分が十数件ありま

す。これは前回、前例を見習って少ししてきたん

ですが、これでいいのかなという思いもしないで

もなくて、議会を運営する皆さん方の意見等が、

もしこの専決処分等でありましたら、御意見等頂

ければありがたいのかなと思っておりますので、

よろしくお願いします。 

 以上です。 

────────────── 

△今期定例会の会期及び会期日程（案）に

ついて 

○委員長（森満 晃）それでは、今期定例会

の会期及び会期日程案についてを議題といたしま

す。 

 概要説明を事務局長に求めます。 

○事務局長（田代健一）資料１─１、令和

５年第２回市議会定例会会期及び会期日程（案）

を御覧ください。 

 まず、会期につきましては、６月１２日から

７月６日までの２５日間であります。会期日程は、

６月１２日の本会議で議案説明及び一部議案審議、

翌１３日の正午を質問通告締切りとし、質問予定

者数につきましては、資料１─２のとおり、現在

１４人ということで把握しておりますことから、

４日間で質問者を割り振ることとし、６月２１日、

２２日及び２３日の本会議で総括質疑並びに一般

質問を行い、２６日の本会議では総括質疑並びに

一般質問、議案等付託、その後、委員会視察報告

としてはと考えます。 

 また、２７日に生活福祉委員会、２８日に総務

文教委員会、２９日に産業建設委員会を開催願い、

３０日は委員会予備日とし、７月６日の本会議に

おいて付託事件等審査結果報告を予定してはいか

がかと考えます。 

 なお、今後の議運の開催予定でありますが、中

日の議運を６月２３日の本会議終了後に、最終日

の議運を７月６日の午前９時から予定してござい

ます。 

○委員長（森満 晃）ただいま説明がありま

したが、質疑、意見はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑、意見はないと認

めます。 

 それでは、今期定例会の会期及び会期日程案に

ついては、説明のとおりとすることで御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議ありませんので、

そのように決定しました。 

 以上で、今期定例会の会期及び会期日程案につ

いての審査を終了いたします。 

────────────── 

△今期定例会に付議される議案等について 

○委員長（森満 晃）次に、今期定例会に付

議される議案等についてを議題といたします。 

 一括、事務局長に説明を求めます。 

○事務局長（田代健一）資料２─１、付託事

件等区分表（案）及び資料２─２、付議事件一覧

を併せて御覧ください。 

 まず、当局からの専決処分に係る報告が１７件

ございますが、うち６件が専決処分の承認を求め

るもので、報告第６号は、３月３０日に専決処分

された藺牟田池キャンプ場トイレ浄化槽設置事業

繰越明許費補正に係る令和４年度一般会計補正予

算について、報告第７号は、３月３１日に専決処

分された地方税法等の一部改正による市税条例の
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一部改正について、同じく報告第８号は、地方税

法施行令等の一部改正による国民健康保険税条例

の一部改正について、報告第９号は、４月１８日

に専決処分された食費等の物価高騰に直面する低

所得の子育て世帯への支援に係る一般会計補正予

算について、報告第１０号は、５月８日に専決処

分された人事院規則の改正に伴う職員の特殊勤務

手当の支給に関する条例の一部改正について、報

告第１２号は、５月２３日に専決処分された電

力・ガス・食料費等の価格高騰に伴う低所得者へ

の支援に係る一般会計補正予算についてで、いず

れも６月１２日の本会議審議にしてはと考えます。 

 次に、報告第１１号は、５月１９日に専決処分

された公用車による交通事故に関し、損害賠償の

額を定め、和解するについて、また、報告第

１３号から報告第２２号までは、令和４年度の各

会計繰越計算書の報告であり、６月１２日の本会

議において、それぞれ報告を受けるものでありま

す。 

 次に、提出予定議案は、当局からの一般議案

１件、補正予算３件の計４件であります。 

 まず、議案第７４号は、地方税法等の一部を改

正する法律等の公布に伴い、森林環境税の導入並

びに軽自動車税の環境性能割及び種別割に係る賦

課徴収の特例措置の見直し、その他所要の規定の

整備を図ろうとするもので、本件は６月２７日の

生活福祉委員会に付託してはと考えます。 

 次に、補正予算となります。議案第７５号の一

般会計補正予算は、各常任委員会に分割付託して

はと考えます。 

 次に、議案第７６号の国民健康保険直営診療施

設勘定補正予算及び議案第７７号の簡易水道事業

会計補正予算は、６月２７日の生活福祉委員会に

付託してはと考えます。 

 資料２─１に戻っていただき、選挙が１件ござ

います。鹿児島県後期高齢者医療広域連合議会議

員選挙でございますが、資料２─３の写しのとお

り、市議会議員選出区分６名に対し、７名の立候

補があったもので、６月１２日の本会議で当該選

挙を実施してはと考えます。 

 なお、選挙は単記無記名による投票となります。 

 最後に、今後の提出予定議案等でありますが、

現時点での提出予定はございません。 

○委員長（森満 晃）ただいま事務局長から

説明がありましたが、当局から補足説明がありま

すか。 

○財政課長（大濱浩一）議案第７５号及び議

案第７６号の各会計補正予算の概要について説明

いたします。 

 別冊の薩摩川内市各会計予算書第５回補正の

６３ページ、各会計歳入歳出補正予算額調べを御

覧ください。 

 今回の補正は、一般会計及び国民健康保険直営

診療施設勘定特別会計において予算補正を行って

おり、一般会計の補正額は１１億８,９５４万

２,０００円の増額で、補正後の額を５６６億

３,０７４万５,０００円とするものであり、国民

健康保険直営診療施設勘定特別会計は、特定離島

ふるさとおこし推進事業の補助内示等に伴う予算

措置を行うものであります。 

 それでは、一般会計について補正予算の概要を

説明いたしますので、６７ページ、２、歳出目的

別を御覧ください。 

 総務費では、スマートデジタル推進事業費にお

いて、医療・介護情報の連携やオンライン診療等

のシステムの導入に対する補助金を計上するもの

であります。 

 民生費では、住民税非課税世帯等臨時特別給付

金事業費及び電力・ガス・食料品等価格高騰緊急

支援給付金事業費において、前年度実績の確定に

伴い、国庫支出金等精算返納金を計上し、障害者

（児）自立支援事業費、介護保険対策費及び児童

福祉管理運営費において、電力・ガス・食料品等

価格の高騰により影響を受ける障害福祉サービス

事業所、介護保険施設、保育所等を支援する経費

を計上するものであります。 

 衛生費では、地域医療対策費において、電力・

ガス・食料品等の価格高騰により影響を受ける医

療機関等を支援する経費を計上し、感染症等予防

費において、新型コロナウイルスワクチン接種の

９月以降に係る経費を増額するほか、新型コロナ

ウイルスワクチン接種に係る健康被害救済措置に

要する経費を計上するものであります。 

 農林水産業費では、園芸振興育成事業費、畜産

振興育成事業費及び水産振興費において、資材や

飼料・燃料等の価格高騰の影響を受ける農業・畜

産経営者、漁業者等への支援に要する経費を計上

するものであります。 
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 商工費では、地域経済事業費において、川内商

工会議所が実施する地域の消費喚起の取組を支援

する経費を計上し、中小企業振興費において、エ

ネルギー価格高騰の影響を受けるＬＰガス利用者

の支援に要する経費を計上し、物産販売事業費に

おいて、経済活動の回復と消費拡大を図るための

キャッシュレス決済による消費喚起事業に係る経

費を計上するものであります。 

 土木費では、河川管理費において、川内川河川

敷での社会実証実験による維持管理協定を締結し

た団体に対する補助金を計上するものであります。 

 教育費では、教育指導費において、祁答院地域

の小学校再編に伴う施設・設備整備に要する経費

を増額し、小学校及び中学校諸施設整備事業費に

おいて、樋脇及び入来給食センター統合に伴う給

食コンテナ室の整備に要する経費を計上するほか、

特別教室空調設備整備に要する経費を増額し、給

食センター管理費において、物価高騰により影響

を受ける保護者等の負担軽減を図るため、給食費

の一部支援に要する経費を計上するものでありま

す。 

 次に、歳入について説明いたしますので、

６５ページの歳入を御覧ください。 

 国庫支出金では、総務管理費補助金として、デ

ジタル田園都市国家構想推進交付金や新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を計上す

るものであります。 

 県支出金では、補助事業の内示等により各補助

金を増額するものであります。 

 寄附金では、教育費寄附金として、２件の

２００万円を御寄附いただきましたので計上する

ものであります。 

 繰入金では、今回の財源対策として財政調整基

金繰入金を増額するもので、諸収入では、雑入に

おいてコミュニティ助成事業の助成金の内示等に

より計上するものであります。 

 市債では、文化振興施設整備事業債において、

恐竜化石活用事業の展示施設整備事業が県の特定

離島ふるさとおこし推進事業の補助内示を受けた

ことに伴い、財源組替えとして減額し、教育施設

整備事業債において、祁答院地域小学校再編事業、

特別教室空調設備整備事業等の財源を増額するも

のであります。 

 次に、地方債補正について御説明いたします。

１１ページを御覧ください。 

 第２表地方債補正は、漁港整備事業、公園整備

事業、河川整備事業、文化振興施設整備事業及び

教育施設整備事業の限度額を変更するものであり

ます。 

○委員長（森満 晃）ただいま説明がありま

したが、質疑、意見はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）オブザーバーはありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑、意見はないと認

めます。 

 それでは、今期定例会に付議される議案等の審

議方法については、説明のとおり取り扱うことで

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議ありませんので、

そのように決定しました。 

 以上で、今期定例会に付議される議案等につい

ての審査を終了いたします。 

 ここで、協議会に切り替えます。 

        ～～～～～～～～～～ 

        午前１０時１０分休憩 

        ～～～～～～～～～～ 

        午前１０時３３分開議 

        ～～～～～～～～～～ 

［休憩中に当局職員退室］ 

○委員長（森満 晃）ここで、本会議に戻し

ます。 

────────────── 

△傍聴席モニターライブ字幕表示システム

の運用開始について 

○委員長（森満 晃）次に、傍聴席モニター

ライブ字幕表示システムの運用開始についてを議

題といたします。 

 まず、事務局に説明を求めます。 

○議事調査課長（久米道秋）資料９を御覧い

ただきたいと思います。傍聴席モニターライブ字

幕表示システムの運用開始についてでございます。 

 本年３月６日の議会運営委員会協議会におきま

して、傍聴席モニターライブ字幕表示システムを

導入することを改めてお知らせしてございます。

今回６月定例会から運用開始を予定しております
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ので、その概要について御確認いただくものでご

ざいます。 

 まず、１番目に傍聴席モニターライブ字幕表示

システムの概要ですけれども、本会議における音

声データをリアルタイムで文字化し、傍聴席に新

設したモニターに字幕として表示するシステムで

ございます。県内の市町村では、本市が初めての

導入になりますけれども、県議会におかれまして

は、既に導入済みということでございます。 

 そのほかルビ振りの機能搭載、単語登録機能の

搭載、最新音声認識辞書などの機能が搭載されて

ございます。モニターの大きさは２３.８型とな

ってございます。 

 大きな２番目になりますが、システムの導入に

伴い、期待される効果でございます。 

 一つ目に、いわゆる手話言語条例への市議会と

しての対応としまして、聞こえに不自由を感じて

いる方々、聴覚障害者のみならず、高齢による難

聴者などが傍聴に来られた際に、会議内容を文字

情報で分かりやすく提供できることが効果として

上げられます。 

 また、音声データの活用といたしまして、必要

に応じて各委員会や議員全員協議会の音声から反

訳作業に活用できるものでございます。 

 なお、委員会室への導入につきましては、利用

状況を見ながら今後検討させていただきたいと考

えているところでございます。 

○委員長（森満 晃）ただいま説明がありま

したが、質疑、意見はありませんか。 

○委員（坂口健太）６月定例会から導入される

ということなんですけども、既に試しで試運転じ

ゃないですけど、やってみられたかと思うんです

けど、実際の精度というか、状況について教えて

いただきたいのと、もう一つが、モニターの大き

さが２３.８型ということで、聞こえに不自由を

感じている方々、聴覚に障害を抱えている方もそ

うだと思うんですけど、高齢の方々に対して文字

の大きさがどれぐらいなのかなと思って。小さい

とどうしても見えづらくて、文字が出ていてもど

れぐらい見えるのかなというのが一つ気になった

ので、２点教えてください。 

○議事調査課長（久米道秋）まず、システム

の性能といいますか、精度はかなり高いほうかと

考えておりまして、発言に対して、その後に字幕

がモニターに表示されていく。スピードもそんな

に遅くないですので、大体発言どおりに反訳、文

字起こしがされていくのかなという感じはしてお

ります。 

 もし確認いただきたいということであれば、ま

た準備はさせていただきたいと思います。 

 それから、文字の大きさにつきましては、この

場では何とも言えないんですけれども、傍聴に来

られて、せっかくこういうシステムがありますの

で、言っていただければすぐ案内はさせていただ

くんですけれども、こちらから積極的に確認する

わけにもいきませんので、聞こえにくい方は、あ

ちらにもシステムを準備してございますというよ

うな案内はできるかと考えております。 

○議長（大田黒 博）今ありましたように、

我々ちょっと正副会議で、この分を見てみました。

皆さん方もちょっと早く終わりそうですので、本

会議場へ行って御確認いただければありがたいん

じゃないかなと思っておりますので。準備等はい

いですよね。できますよね、すぐ。 

○議事調査課長（久米道秋）１０分程度お時

間頂ければ、準備ができますので。 

○委員長（森満 晃）それでは、委員会終了

後に、また委員の皆様、議員の皆様、また御確認

頂ければと思います。 

 そのほかありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）オブザーバーはありま

せんか。 

○議員（川添公貴）特別委員会の取扱いについ

て、こちらで会派の皆さんに説明してくれという

ことで、委員長のほうからありましたけれど、せ

っかく全員に共通の事項なんで、タブレットでこ

の結果について流してもらえれば助かりますけど。 

 それともう一点、あと会派で調べてこいという

ので、レガッタの参加について調べてこいという

ことだったんで、それについては不参加というこ

とだけ……。 

○委員長（森満 晃）川添委員、終了後にす

みません、時間がありますので、設けてあります

ので、すみません。 

○議員（川添公貴）それで流してもらえれば助

かるんで。 

○委員長（森満 晃）そのほかありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑、意見は尽きたと

認めます。 

 それでは、本件については説明のとおりであり

ますので、よろしくお願いいたします。 

 以上で、傍聴席モニターライブ字幕表示システ

ムの運用開始についてを終了いたします。 

────────────── 

△６月定例会中の新型コロナウイルス対策

について 

○委員長（森満 晃）それでは、ここで６月

定例会中の新型コロナウイルス対策についてを日

程に追加して協議したいと思いますが、御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議ありませんので、

そのように決定しました。 

 それでは、６月定例会中の新型コロナウイルス

対策についてを議題といたします。 

 まず、事務局に説明を求めます。 

○議事調査課長（久米道秋）資料１０を御確

認いただきたいと思います。 

 先ほどの協議会の結果を踏まえまして、改めて

御説明するものでございます。 

 まず、１番目の議場における感染拡大防止対策

につきまして、６月定例会中の取扱案は、マスク

着用は個人判断とする、検温器及び消毒液の設置

は継続する、これは傍聴者対応分を含みます。換

気は適宜行うが、ほかの対策は実施しないという

ものでございます。 

 次に、本会議の運営方法等につきましては、感

染症対策としては実施しないが、取扱いは継続す

るというものでございます。 

 次に、２ページの委員会室における感染拡大防

止対策の取扱いでございますが、マスク着用は個

人判断とする、消毒液の設置は継続する、傍聴者

対応分を含みます。換気は行うが、ほかの対策は

実施しない、検温は行わないというものでござい

ます。 

 次に、委員会の運営方法といたしまして、対策

は実施しないというものでございますが、先ほど

御意見がありましたとおり、当局退席、着席方法

については、その取扱いを継続してはというもの

でございます。 

 次に、委員外議員の発言の取扱いにつきまして

は、感染症対策としては実施しませんけれども、

取扱いは継続するというものでございます。 

 次に、３ページになります。 

 議員全員協議会、各委員会開催時の対応につき

まして、対策は実施しないというものでございま

す。 

 最後に、４ページのその他でございますが、

（１）の新型コロナウイルスに感染したとき、ま

たは濃厚接触者に認定されたとき等の対応につき

ましては、感染症対策としては実施しない。今後

は会議規則の規定等により対応してはというもの

でございます。 

 ２番目の会派室の対応、それから議員控室につ

きましては、対策は実施しないというものでござ

います。 

○委員長（森満 晃）ただいま説明がありま

したが、質疑、意見はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）オブザーバーはありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）質疑、意見はないと認

めます。 

 それでは、６月定例会中の新型コロナウイルス

対策については、説明のとおりとすることで御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議ありませんので、

そのように決定いたしました。 

 なお、事務局においては、ただいまの決定を受

け、本件取扱いを当局へも周知しておかれるよう

お願いしておきます。 

 以上で、６月定例会中の新型コロナウイルス対

策についての審査を終了いたします。 

 ここで、協議会に切り替えます。 

        ～～～～～～～～～～ 

        午前１０時４３分休憩 

        ～～～～～～～～～～ 

        午前１０時４３分開議 

        ～～～～～～～～～～ 

○委員長（森満 晃）ここで、本会議に戻し

ます。 

────────────── 
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△閉  会 

○委員長（森満 晃）以上で、議会運営委員

会を閉会したいと思いますが、御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（森満 晃）御異議ありませんので、

以上で議会運営委員会を閉会いたします。 
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